
平成 25 年 度 の 決 算 の 内 容

国や道が市の代わりに集めた
税金やごみ処理の手数料など

施設を造るときなどに借りるお金

貸したお金の返済金や宝くじの
収益金など

人口や税収などに応じて国から
配分されるお金

国が必要と認めた事業に対して
国から配分されるお金

市民税・固定資産税など市民に
納めてもらう税金

医療、福祉、保健などに掛かった
お金

道路の除雪や公園などを整備
するお金

施設を造るときなどに借りた
お金（市債）の返済金

市の職員の給与や退職金

特別会計や企業会計の運営を
補助するお金など

産業を育て、経済を活性化
させるために掛かったお金

教育やごみ処理に掛かった
お金など

一般会計とは福祉や教育など、市の基本的な事業の会計。
歳入で市債などが予算額を下回ったものの、歳出をできる
限り節約したことから、97.3億円の黒字になりました。

一般会計とは別に経理を行う8つの特別会計。
いずれの会計でも赤字はありませんでした。
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※26年4月1日現在の人口（国勢調査ベース）を基に算出

その他 927億円

経済費 785億円

諸支出金 846億円

職員費 877億円

公債費 915億円

土木費 916億円

保健福祉費 3,154億円

その他 1,136億円

諸収入 952億円

地方交付税 963億円

国庫支出金 1,842億円

市債 829億円

市税 2,795億円

歳出総額 8,420億円
前年度比49億円増（0.6%増）

歳入総額 8,517億円
前年度比75億円増（0.9%増）

貯金 28.5億円 繰り越し 68.8億円
市民1人当たりの負担
14.4万円※ ■24年度との比較

職員給与などが減ったことか
ら、21億円減少しました。

地方交付税の不足分を賄う臨
時財政対策債が増えたことな
どから、19億円増加しました。

市税収入が増えたことなど
から、89億円減少しました。

家屋の新増築で固定資産税
が増収したことなどから、57
億円増加しました。

返済すべき市債の元金が
減ったことなどから、56億
円減少しました。

地域の元気臨時交付金が
新設されたことなどから、
115億円増加しました。

保育所運営費が増えたことな
どから、87億円増加しました。
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市民1人当たりに掛かった
サービスの額43.5万円※

歳入から歳出を引いた97.3億円の
うち、68.8億円を26年度に繰り越し
28.5億円を貯金しました。

11 2014―侠―広報さっぽろ


